
 

科目コード  
開 講 期 前期 

専  修 社会学 

講義別 特講 毎週時間 ２ 

担当者 

（職名・氏名） 

農学研究科

准教授 
秋津 元輝 

単    位 ２ 

曜 時 限 水 ２ 

教   室 文学部新７演 

題  目 

 

地域社会研究における質的調査の技法 

（専門社会調査士資格取得認定科目 J） 

解  説 

とくに地域社会研究を対象にして、さまざまな質的調査技法の習得と応用をめざして演習

形態の授業をおこなう。講義計画は以下のとおりである。 

第１回 地域社会研究と質的調査 

第２〜４回 データ収集と理論化 

第５〜７回 インタビュー調査の実際と先行研究例 

第８〜１０回 ドキュメント分析の実際と先行研究例 

第１１〜１３回 実践例の報告と検討 

第１４〜１５回 予備日 

テキスト・ 

参考文献 
講義の進行に応じて適宜指示する。 

成 績 評 価 

方法 ・備考 
 

 



 

科目コード  
開 講 期 後期 

専  修 社会学 

講義別 特講 毎週時間 ２ 

担当者 

（職名・氏名） 

農学研究科 

助教授 
秋津 元輝 

単    位 ２ 

曜 時 限 水 ２ 

教   室 文学部新７演 

題  目 

 

欧米農村社会研究の最前線 

 

解  説 

欧米をはじめとする先進諸国において、農村研究は人間相互の関係を直接的に扱うコミュ

ニティ研究から、農村環境、農産（加工）品、空間の生成など、モノを媒介として人々が全体

社会に接合される視点へと転換しつつある。また、農村の中のマイノリティへの関心も高ま

りつつある。この講義では、そうした新しい農村研究の動きについて、海外での研究動向

を中心に、受講生による報告とその検討という形式で理解を深め、それに即応した研究課

題や方法の発見について討議する。 

テキスト・ 

参考文献 
授業の進行に応じて適宜指示する。 

成 績 評 価 

方法 ・備考 
 

 


